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私のロシアとの研究交流記

小笠原憲四郎
生命環境科学研究科教授

まえがき

　私の専門は地質学・古生物学で貝類化

石を用いた新生代古環境変遷の研究を続け

ている。この関連で初めてロシア（旧ソ連）

を訪問したのは1979年夏、ハバロフスクで

の第 14回太平洋学術会議に参加した時で

ある。続いて1983年10月から翌年4月まで、

学振のソ連派遣研究員としてモスクワ大

学・アカデミー地質学研究所などでソ連時

代の研究生活を過ごした。さらに文部省の

海外学術調査で 1995-1996年にサハリンの

調査を行った。また 2001-2003年に学振の

国際学術調査でカムチャッカ半島新生界を

調査した。そして 2005-2007年度に学振の

ロシア・日本共同研究が採択され、今夏の

サハリン西岸南部の地質調査と、思わぬ長

い期間にわたってロシアとおつきあいをし

ている。

　ある研究者とは 1976年に東京で開催さ

れた国際会議以来の交流である。彼は日本

での研究生活も経験し、今は研究所の部長

職で科学アカデミー会員でもあり、さらに

モスクワ大学教授も兼務している。これら

から、私のロシアとの研究交流の印象等を

述べたい。

ロシア人気質と地質調査

　私のロシア語力は、モスクワ大学で少し

だけ授業を受講したが、街のレストランで

ちょっと食事が出来る程度である。ロシア

とのおつきあいは英語でやりとりしている

が、ロシア語がわからない方が何かにつけ

好都合であるように思う。このような交流

で、最も印象深いのはロシア人気質である。

　ロシアでは家族や一族を大変大切にして

いる。一般的だか、生活力があり研究に対

して強い意志・志向性を持っており、私に

あるような曖昧さが無い。調査や研究でも、

どこまでも押し通す強い意志力を感じる。

　ロシア人にとってチャイ（紅茶）とウ
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オッカは必需品で、特に砂糖やジャムなど

をたっぷり入れたチャイが活力源となって

いる。日常生活では詩や歌が大好きで日々

の楽しみ方を心得ている。共産党時代のブ

ラックジョークも痛快であったが、概して

ロシア人は社会の流れに敏感でありながら

客観性を持って世の中の動向を見ている。

　カムチャッカの地質調査は、現地までの

アプローチで航空機を利用するしか方法が

ない。現地でのヘリコプター運行は天候に

左右されるだけでなくチャーター代金が高

価である。いかに実施計画を立てて現地調

査するか、交渉と許認可取得の努力が必要

で、一
ひと

重
え

にリーダーの人脈が結果を左右す

る。ロシア人は個人的には大変いい人ばか

りであるが、社会組織や政治問題となると、

頑固なまでにこれまでの慣例を固持する側

面もある。その社会・組織的壁を、調査実施・

完了までに一つ一つ辛抱強く乗り越えてい

かなければならない。我々の研究で大変で

あったのは岩石等のサンプルの持ち出しで、

許可取得だけでなく、飛行機等への運搬手

間から、高い重量超過料金まで、一番実労

と神経を使った。

　これまでの現地地質調査はキャンプ生活

が長かった。調査は地図をつくりながら地

質柱状図を作成し、各種の分析用岩石等を

系統的に採集してゆくのが基本作業である。

日本では地下足袋で沢歩きであるが、ロシ

ア人は水に濡れることを極端に嫌う。これ

は極寒などでの凍傷などを想像すれば理解

できる。サハリンもカムチャッカもヒグマ

の心配があるが、現実的に夏場は蚊の大群

に遭遇する。ロシアの蚊は大型で我々日本

人の血が大好きなのか、現地の人たちは平

気なのに、我々は蚊よけネットと分厚い手

袋の世話にならざるを得ない。調査時の昼

食はリュックに入れた紅茶とパン、韓国製

のインスタントラーメン、時として缶詰食

品である。昼はまず焚き火をして沢の水を

沸騰させてから食事して、さらにお茶を楽

しむパターンの毎日であった。

飲み物と食べ物の話

　食べ物や飲み物は異国での楽しみ一つで

ある。ボルシチは昼食時に限られたもので

あったが、最近は夜でもレストランで食べ

られる。クワスと呼ぶ、黒パンを発酵させ

た夏場の飲料水があるが、伝統的ボルシチ

には、このクワスが使われると聞いた。今

年のサハリン調査で、このクワス売りを立

ち寄った街で見かけて、懐かしい想いがし

た。それは1979年夏のハバロフスクで、街

の小さな子供たちが飲んでいるクワスを恩

師の一人と飲んだら、師曰く「これはアル

コールが入っている！」と。実は恩師は全

くのアルコールがダメな方で、少しだけ飲

んでしまった後、ホテルに飛んで帰りベッ
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ドに入ってしまったことがあった。日常の

食べ物でカーシャ（ヨーグルトで煮たお米

ガユ）やプロフ（肉の炊き込みご飯）ポー

リッシュ（ソバの実を炊いたもの）などは、

私好みであった。次に何度か訪問した街の

印象や思い出を書こう。

ウラジオストック

　観光ガイドによると人口63万人で、名前

は「東方を征服せよ」のロシア語に由来と

ある。ここのロシア科学アカデミー極東支

部の海洋生物学研究所に私と同年輩で、私

と同じ新生代貝類化石を専門としているK

教授がいる。モスクワで93年にK教授とお

会いした時、二人で意気投合して大量の缶

ビールを空けたことがあったが、それ以来

彼と会えば常に飲んでいる。

　カムチャッカの調査の際は、新潟から

ウラジオストックに飛び、ここからカム

チャッカ州都のペトロパブロフスキーカム

チャッカ（以下 PK）に行き、さらに目的地

に移動した。これらの旅の手配は、もちろ

んK教授にお世話になった。このK教授と

は共同でロシア極東地域新生代二枚貝化石

の総括的仕事をすることになり、90年後半

から共同で仕事を開始した。後日2002年春

に彼を日本に招へいし東北大や東大、京大

などの大学博物館などに収蔵されている貝

類化石タイプ標本を検討した。二枚貝化石

類だけであるが、20世紀に記載・図示され

た標本全部を網羅したデータを出版し、さ

らにこれら基づいた化石帯と年代対比も出

版し、2006年春にやっと一段落した。

　私はこれらK教授との仕事と同時進行

で、日本産化石データベースを執筆・編集

することに関わり、2001年から4年の間で

15,000種以上を収めた4冊のデータベース

を刊行し、これらの仕事もよくぞ完成でき

たと、K氏の情熱を感じつつ感慨深いもの

がある。

カムチャッカ半島

　南北1,200km東西470km、人口38万人余、

20万人弱が州都（PK）に集中している。我々

は2002年の夏に1ヶ月ほど、中央部西岸の

カブラン地域でコリャーク人村長さんの自

宅を借り上げて調査を実施した。ここでの

村長さんのインターネット利用は驚いたが、

食事は毎日イクラとシャケで、酒のおつま

みはボラの卵「カラスミ」を楽しんだ。さ

らにデザートは部落周辺の原野に無尽蔵に

あるブルーベリーであった。

　夏場での州都の PKではドイツをはじめ

とするヨーロッパの観光客のトレッキング

や避暑で賑わいはじめている。この街には

数百人の研究者をかかえるアカデミーの火

山研究所があり、ここのO教授ご夫妻に世

話になった。



11漫筆漫歩

　雪を戴く富士山に似た火山の数々など、

世界遺産に指定されたカムチャッカは大自

然そのもので、地球の原風景を垣間見る雰

囲気である。ここではいたるところにカラ

フトマスやシャケが真っ黒になって遡上し、

原野には木の実やキノコが無尽蔵にある。

サハリンの昨今

　1905年から40年間北緯50度以南が日本

領であったサハリン。戦後GHQ下で日本

領の地質図と層序年代資料が総括・刊行さ

れ、ロシア独自の研究も実施されているが、

現在の視野で、それらのデータを再検討す

る必要性があった。私にとっては京都帝大

の槇山先生が 1934年に常磐炭田の浅貝層

とサハリンの半島最北部のシュミット半島

のマチガルを結びつけて古第三紀「浅貝－

マチガル化石動物群」と呼んだことから、

その地質年代や動物群の組成の分類学的再

検討に興味があった。

　州都のユジノサハリンスク（YS）は人口

17万人で、今回の訪問では街が明るくホテ

ルも次々と建設されていた。街の周辺では

石油・ガスパイプラインの建設等で活気が

あるが、ルーブル換金でお世話になった「み

ちのく銀行」の存在は、日本人として頼も

しさを感じた。

　サハリンは一般に道が悪く、今年の調査

ではダンプカーに客室を乗っけたような車

を運転手付でチャーターした。これでなく

ては数百キロの移動や沢沿いの調査移動が

ままならない。我々が移動した旧樺太時代

の豊原、真岡、恵須取、泊居や知取などの

地名を聞いても、今は一部の方にしか判ら

ないと思うと、消え行く地名としてわびし

さを感じる。

　サハリンでは今でも石炭が基本燃料で炭

坑が維持されているが、開発に困難が伴う

ケースは、日本の旧炭鉱地域の衰退過程と

同じで、廃墟となりつつある地域も多い。

さいごに

　1983年秋からの半年間のモスクワ生活で

は、日本人仲間や友達の支えが大助かりで

あったし、私の好きな“まっつぁん「さだ

まさし」”の歌が癒しとなった。すこしロシ

アの地質学や化石をかじると次々と知りた

い・みたい・調べたいで研究を続けてきた

ように思う。北方四島問題や戦中戦後の二

国間問題、ソ連の社会体制の崩壊と新生ロ

シアの再構築、さらに未だに友好条約がな

いなど、ロシアと日本の関係は複雑である

が、研究に国境は無い。もっと二国間で自

由で円滑な研究交流を進め地球の理解を深

めるべきであろう。

（おがさわら　けんしろう／地球進化科学専攻）




